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社協が取り組むべき地域共生社会の実現に向けた
「地域づくり」の推進について
中高生の地域貢献活動に助成しています
～中学生高校生地域貢献活動助成事業のご紹介～
「秋田県保育士・保育所支援センター」開設
皆様の善意
シリーズ“社協のいま”五城目町社会福祉協議会



●　

部
署
横
断
的
に
開
催
さ
れ
る
会
議

等
に
参
加
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努

め
て
い
る
。
市
町
村
社
協
が
調
整
役

と
な
り
、
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
連

携
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
（
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
組
）
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
め
て
い
る
。

●　

体
験
を
通
し
て
地
域
生
活
課
題
を

把
握
し
、
地
域
福
祉
を
担
う
住
民
の

主
体
を
形
成
す
る
た
め
福
祉
教
育
を

推
進
し
て
い
る
。

●　

本
会
が
養
成
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
者
が
業
務

に
当
た
り
、
11
市
町
村
社
協
で
44
名

が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）」
の
職
名
で
地
域
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

●

20
市
町
村
社
協
で
「
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）」
を
61

名
配
置
し
、
地
域
の
福
祉
力
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

●　

住
民
同
士
が
気
軽
に
声
を
か
け
合

い
相
互
に
見
守
り
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
必
要
な
支
援
に
結
び
つ

け
る
「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」

に
よ
る
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

●

21
市
町
村
社
協
で
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
て
い
る
。

　

本
会
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
「
地
域

福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
（
福
祉

で
ま
ち
づ
く
り
）」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
の
事
業
を
通
し
て
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
は
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
「
社
協
」
と
い
う
。）
の
重
要
な
使
命

と
い
え
ま
す
。

　

国
で
は
地
域
福
祉
の
施
策
化
が
進
め

ら
れ
、
中
で
も
、
令
和
３
年
か
ら
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
本
格
実
施
と

な
り
、
市
町
村
に
お
け
る
①
相
談
支
援
、

②
参
加
支
援
、
③
地
域
づ
く
り
の
３
つ

の
支
援
を
柱
と
し
た
包
括
的
な
支
援
体

制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
協
が
置
か
れ
て
い
る
現

状
や
今
後
の
変
化
等
を
見
据
え
、
全

国
社
会
福
祉
協
議
会
が
令
和
７
年
３

月
に
「
社
会
福
祉
協
議
会
基
本
要
項

２
０
２
５
」
を
策
定
し
、
社
協
が
取
り

組
む
べ
き
新
た
な
方
向
性
を
示
し
ま
し

た
。

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
は
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
幅
広
い
分
野

で
の
多
職
種
・
多
機
関
の
連
携
・
協
働

を
図
り
、
住
民
の
主
体
的
な
活
動
に
よ

る
「
地
域
づ
く
り
」
の
推
進
を
明
確
に

す
る
た
め
、「
あ
き
た　

共
に
生
き
る
地

域
づ
く
り
推
進
事
業
（
地
域
福
祉
ト
ー

タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
）」
に
事
業
名
を

改
定
し
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
対
象
者
を
限
定
し

な
い
包
括
的
な
相
談
・
支
援
体
制
の
整

備
に
加
え
、
そ
の
人
ら
し
く
社
会
参
加

で
き
る
基
盤
づ
く
り
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
幅
広
い
多
職
種
・
多

機
関
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
個
別
支
援

と
地
域
支
援
を
一
体
的
に
展
開
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
実

践
し
、
住
民
の
主
体
的
な
活
動
に
よ
る

「
地
域
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

　

一
方
、
本
県
で
は
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
が
急
速
に
進
行
し
、
地
域
福
祉

活
動
の
担
い
手
不
足
や
人
と
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
、
小
・
中
学
校
の
統
廃

合
に
よ
る
校
区
の
広
域
化
な
ど
を
背
景

に
、
昭
和
55
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
の
あ
り

方
や
災
害
時
の
避
難
行
動
支
援
な
ど
の

対
応
力
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

本
会
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
令
和

６
年
度
に
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

推
進
事
業
検
証
委
員
会
」
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
２
年
間
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●　

各
市
町
村
の
状
況
に
応
じ
た
総
合

相
談
支
援
体
制
の
構
築
を
地
域
福
祉

活
動
計
画
に
位
置
付
け
、
行
政
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

❶
包
括
的
な
相
談
・
支
援
体
制
の
整
備

❷  

住
民
が
そ
の
人
ら
し
く
社
会
参
加
で

き
る
基
盤
づ
く
り
の
強
化

❸  

多
職
種
・
多
機
関
の
協
働
に
よ
る
個

別
支
援
と
地
域
支
援
の
一
体
的
な
展
開

社
協
が
取
り
組
む
べ
き
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹁
地
域
づ
く
り
﹂
の
推
進
に
つ
い
て

改
定
の
背
景

検
証
委
員
会
で
の
検
証
内
容

重
点
項
目
を
整
理

「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
」
を

「
あ
き
た　

共
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
改
定
し
ま
す

社会福祉あきた  No.384

2



　

重
点
項
目
を
実
現
す
る
た
め
、
本
会

及
び
市
町
村
社
協
は
、
次
の
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

 

【地域福祉トータルケア推進事業】 

 

① 総合相談支援窓口の整備

② 多職種横断的連携システムの構築

③ 制度外ニーズ対応システムの構築

④ 公私協働によるアウトリーチ体制の整備

⑤ 地域福祉を推進する専門職の養成と配置

⑥ 地域を基盤とした住民活動の支援体制の整備     

【あきた 共に生きる地域づくり推進事業】
 
　 ① 包括的な相談・支援体制の整備と対応力強化
　 ② アウトリーチによる地域生活課題の把握と解決に向けた取組
　 ③ 小地域ネットワーク活動のさらなる推進
　 ④ 多職種・多機関の連携・協働
　 ⑤ 地域福祉活動の基盤づくり（プラットフォームの形成）
　 ⑥ コーディネート機能の強化
　 ⑦ 誰一人とり残さない地域づくり 
新 ⑧ 権利擁護支援の強化
新 ⑨ 福祉教育の推進
　 ⑩ 地域福祉従事者・活動者の専門性と実践力の向上
新 ⑪ 災害対応の強化 
新 ⑫ 広域連携の推進
新 ⑬ 行政とのパートナーシップ
新 ⑭ 財政基盤の強化         

　

社
協
で
は
従
来
か
ら
個
別
支
援
と
地

域
支
援
の
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、
地
域
福
祉
の
施
策
化
が
進
む
中
、

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
責
務
を
有
す
る

行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
地
域
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
視
点
で
活

動
支
援
・
事
業
展
開
を
行
う
重
要
性
が

増
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
り
住
民
や
関
係

者
か
ら
地
域
生
活
課
題
を
把
握
し
、
そ

の
解
決
に
向
け
、
地
域
を
巻
き
込
み
な

が
ら
継
続
的
な
伴
走
支
援
に
よ
っ
て
取

組
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
社
協
の
強
み
で

す
。
ま
た
、
社
会
資
源
（
人
・
モ
ノ
・
金
・

情
報
・
サ
ー
ビ
ス
）
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
を
利
活
用
し
な
が
ら
、
地

域
福
祉
活
動
の
基
盤
づ
く
り
（
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
）
を
行
い
、
柔
軟

な
発
想
を
持
つ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
ま
と
め
役
）
と
し
て
、
調
整
力
や
提
案

力
を
発
揮
し
、
多
職
種
・
多
機
関
と
の

連
携
・
協
働
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
や
関
係
者
と
共
に
魅
力
あ
る
人

財
・
関
係
づ
く
り
を
展
開
す
る
こ
と
が

社
協
の
存
在
意
義
を
高
め
る
こ
と
を
意

識
し
、
引
き
続
き
住
民
の
主
体
的
な
活

動
に
よ
る
「
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

医療 

保健 

衣食住 

教育 

産業 

経済 

就労 

司法 

その人らしく社会参加できる多様な「場」や「機会」 

 生活支援（フォーマル、インフォーマル） 等 

 集う（いきいきサロン、住民座談会、地域食堂、等） 

 ボランティア活動、就労、活躍支援 等 

 

楽しみ 

福祉 

介護 

「あきた 共に生きる地域づくり推進事業（地域福祉トータルケア推進事業）」 イメージ図 （令和８年４月１日～） 

（１）包括的な相談・支援体制の整備 

（２）住民がその人らしく社会参加できる基盤づくりの強化 （３）多職種・多機関の協働による個別支援と地域支援の一体的な展開 

秋田県社会福祉協議会及び市町村社会福祉協議会は、地域共生社会の実現に向けて、 

幅広い分野での多職種・多機関の連携・協働を図り、住民の主体的な活動による「地域づくり」を推進します 

 

近隣住民等 

学 校 

ＮＰＯ 

企 業 

地域生活課題の解決に向けた取組 

 

住民の主体的な活動による 

「地域づくり」 

① 包括的な相談・支援体制の整備と対応力強化 

個別支援 

⑦ 誰一人とり残さない地域づくり 

福祉（協力）員 医療機関 
地域福祉の 

施策化 

秋田県 
県地域福祉 
支援計画 

市町村 
地域福祉 

計画 

地域福祉推進の 

中核 

 
秋田県 

社会福祉協議会 
県地域福祉 
活動計画 

市町村 
社会福祉協議会 

地域福祉 
活動計画 

連携・協働 

⑬ 行政とのパートナーシップ 

⑭ 財政基盤の強化 

住民の主体的な活動による

「地域づくり」の推進を図る 

ために・・・ 

 ⑧ 権利擁護支援の強化 

⑨ 福祉教育の推進 

地域支援 

住民一人ひとりが住み慣れた 
地域で安心していきいきと 

暮らすために・・・ 
 

⑪ 災害対応の強化 

⑫ 広域連携の推進 

環境 

  住民 

 地域福祉従事者・活動者によるコミュニティソーシャルワークの実践 

② アウトリーチによる地域生活課題

の把握と解決に向けた取組 

④ 多職種・多機関の連携・協働 

③ 小地域ネットワーク活動の 

さらなる推進 

⑥ コーディネート機能の強化 

個別支援 地域支援 

⑤ 地域福祉活動の基盤づくり 

（プラットフォームの形成） 

社会資源や ICT を利活用 

 

 

 人 ・モノ・ 金 ・情報・サービス・ICT 

 

⑩地域福祉従事者・活動者の 

専門性と実践力の向上 

地域包括支援センター、居宅介護支援事業所等 

市町村社会福祉協議会 
ＣＳＷ、ＳＣ等 

基幹相談支援センター、障害者相談支援事業所等 

福祉事務所、自立相談支援機関等 

社会福祉法人 

市町村行政 

民生委員・児童委員 

ひきこもり相談センター等 

こども家庭センター等 

※�

改
正
後
の
要
綱
は
、令
和
８
年
４
月
に
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
「
地
域
づ
く
り
」
に
向
け
て

取
組
推
進
項
目
を
整
理
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　本会では秋田県ヤクルト連合会様からの寄附金を活用し、中学生や高校生が参画する地域
づくり活動に対して助成しています。ここでは、今年度採択した取組を紹介します。

～中学生高校生地域貢献活動助成事業のご紹介～
中高生の地域貢献活動に助成しています

【活動内容】　大仙市協和峰吉川地区、ほ場整備推進委員会の方々に
協力してもらい、地元の耕作放棄地等を利用して、じゃがいもや稲
の苗植え ･収穫などの農業体験を行いました。学校祭では収穫した
サキホコレでおにぎりを作り、販売しました。この体験を通して、
知識や技術の学びだけでなく、農業を取り巻く現状や地域課題を知
る機会になりました。
【生徒の声】
・農業体験を通して、仲間と協力することの大切さを実感した。
・私たちの力で私たちの食べるものを育てることは大変だったが、とても楽しいことだとわかった。
・暑い中の農作業を体験し、農家の人たちの大変さを知ることができた。
・耕作放棄地の活用等、私たちができることで少しでも役立つことがあればすばらしいことだと思う。

【活動内容】　地域活性化の起点となる学校を目指して、地域の魅力
発信に努めました。具体的には、地域の特産品の調査や特産品の特
長を生かした「岩見三内弁当」の開発に取り組みました。また、ブ
ラウブリッツ秋田の試合会場で「岩中ブース」を出店し、特産品や
弁当の販売を通して、地域のＰＲに努めました。
【生徒の声】
・�地元のお店と共同開発した弁当販売を通して、岩見三内のすばらしさを宣伝することができた。
・�私たちが中心になって、県内外に岩見三内の魅力を発信することで、「私たちって、こんなこともできるんだ」と
いう自信につながった。

　八戸学院大学の吉田守実教授の協力のも
と、実践発表会を開催しました。吉田教授
からは、次年度以降の活動の展開方法や、
地域との双方向的な関係構築について助言
があり、今
後の継続的
な活動に向
けてエール
をいただき
ました。

その他採択事業一覧（順不同）
事　業　名 内　　　容

秋田大学教育文化学部
附属特別支援学校

商店街・大学の窓・床面清掃
商店街のイベントや大学祭でのコーヒー
ショップの出店みんなのために、誰かのために

秋田県立新屋高等学校 文化部活動に即したワークショップ実施、
海岸清掃活動新屋高校 SDGs プロジェクト

秋田県大館桂桜高等学校 オレンジカフェの内容充実のための講座
認知症月間イベントでのカフェ出店・展示
等の広報

つなぐ　つながる　桂桜オレン
ジプロジェクト！
秋田県六郷高等学校

小学生とラベンダーポプリ袋、しおりづく
り、福祉科活動紹介

ふくしで楽しもう～六郷高校で
夏の自由研究をしませんか　美
郷のラベンダーを活用して～
秋田県立能代松陽高等学校

地元食材を使用したオリジナルメニュー考
案・提供・販売促進活動・接客情報ビジネス科オリジナル商品

の開発と販売実践

地域協働（農業体験）
秋田修英高等学校

岩中生の力でふるさと岩見三内を盛り上げる！
～誇りの共有　価値の創造　魅力の発信～
秋田市立岩見三内中学校

実践発表会を開催しました！
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秋
田
県
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、「
保
育

士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
「
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
を
４
月
１
日
に
開

設
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
は
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
セ
ン
タ
ー
を
担
う
体
制
の
整
備
が

都
道
府
県
事
務
と
し
て
法
定
化
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

本
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー
に
専
任
の
職

員
を
配
置
し
、
就
業
経
験
の
な
い
保
育

士
や
事
情
が
あ
っ
て
一
度
現
場
か
ら
離

れ
た
保
育
士
な
ど
が
、
そ
の
希
望
に
応

じ
て
保
育
所
等
で
勤
務
で
き
る
よ
う
、

求
人
情
報
の
提
供
や
相
談
・
就
職
あ
っ

せ
ん
の
ほ
か
、　

受
入
環
境
の
整
備
に

係
る
保
育
施
設
へ
の
支
援
な
ど
、
保
育

人
材
の
確
保
の
た
め
の
様
々
な
取
組
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
保
育
に
関
す
る
業
務
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
の
広
報

●
保
育
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
こ

と
を
希
望
す
る
保
育
士
に
対
す
る
職

業
紹
介
、
保
育
に
関
す
る
最
新
の
知

識
・
技
能
に
関
す
る
研
修
の
実
施
そ

の
他
の
保
育
に
関
す
る
業
務
に
円
滑

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
支
援

●
保
育
所
の
設
置
者
に
対
す
る
保
育
士

が
就
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
な
勤
労

環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
助

言
そ
の
他
の
援
助

●
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
保
育
に
関
す
る
業

務
に
従
事
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
保

育
士
の
就
業
及
び
保
育
所
に
お
け
る

保
育
士
の
就
業
の
継
続
を
促
進
す
る

た
め
に
必
要
な
業
務

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
５
階

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部
（
秋
田
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）
内

秋
田
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

電
話
０
１
８
︲
８
６
４
︲
２
８
８
０

業
務
の
概
要

設
置
場
所

問
い
合
わ
せ
先

「
秋
田
県
保
育
士
・
保
育
所

支
援
セ
ン
タ
ー
」
開
設

～
４
月
１
日　

業
務
開
始
～
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　【
令
和
７
年
12
月
16
日
か
ら

令
和
８
年
１
月
31
日
ま
で
】

◎
ご
寄
附
◎

　

 

●
秋
田
県
火
災
共
済
協
同
組
合　

様

１
９
８
、５
４
２
円

　

 

●
タ
プ
ロ
ス
株
式
会
社　

様

３
０
０
、０
０
０
円

　

 

●
匿
名　

様

１
０
、０
０
０
円

　

 

●
秋
田
県
ヤ
ク
ル
ト
連
合
会　

様

４
０
０
、０
０
０
円

　

 

●
北
都
銀
行
職
員
組
合　

様
２
０
、０
０
０
円

　

 

●
秋
田
県
卓
球
協
会　

様６
８
、０
０
０
円

　

 

●
協
和
石
油
株
式
会
社　

様

１
０
０
、０
０
０
円

　

 

●
匿
名　

様

　
《
指
定
寄
附
金
１
、０
０
０
、０
０
０
円
》

　
　

➡�

あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ

◎
物
品
預
託
等
◎

　

 

●
心
葉
（
齊
藤
光
子
）　

様

　
《「
愛
の
心
葉
」
カ
レ
ン
ダ
ー
50
部
》

　
　

➡
県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

25
か
所
へ

　

 

●
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

様

　
　

ク
ラ
シ
エ
株
式
会
社　

様

　
《
多
機
能
車
椅
子
10
台
》

皆

様

の

善

意

協和石油株式会社　様

秋田県火災共済協同組合　様

㈱ツルハホールディングス　様・クラシエ㈱　様

秋田県ヤクルト連合会　様

心葉（齊藤光子）　様

タプロス株式会社　様

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

℡
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
２

　
善
意
の
募
集
に
つ
い
て

　
　

➡
県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、

　
　
　

高
齢
者
施
設
10
か
所
へ 

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　

 

●
一�

般
社
団
法
人
秋
田
県
損
害
保
険
代

理
業
協
会
中
央
支
部　

様

７
４
、０
０
０
円

　

 

●
公
益
社
団
法
人
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

様

８
７
、９
４
５
円

　

 

●
金　

康
宏　

様

１
０
、０
０
０
円

総
務
企
画
部
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ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ふくしの保険 検 索

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

https://www.fukushihoken.co.jp令和８年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

〈SJ25-09878より抜粋〉
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難
し
い
こ
と
か
ら
、
社
協
で
委
嘱
し
て
い

る
福
祉
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
受
講
者

に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
送
迎
の

乗
降
介
助
や
入
浴
中
の
見
守
り
、
昼
食
代

の
集
金
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
中
に
は
参
加
者
ご
自
身
が
、
運

転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
は
「
自
分
の
特
技
を

活
か
し
て
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
た
い
」
と
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
歌
の
時
間
が
一
層
に
ぎ
や

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
毎
月
み
ん
な
の
元
気

な
顔
を
見
る
の
が
待
ち
遠
し
い
。
月
１
回

と
言
わ
ず
２
回
に
増
や
し
て
く
れ
た
ら
い

い
の
に
な
ぁ
～
。」「
毎
回
違
っ
た
温
泉
に

入
る
の
が
楽
し
み
。
の
ぼ
せ
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
温
泉
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。」「
み
ん
な
と
話
を
し
な
が

ら
食
べ
る
食
事
が
と
て
も
楽
し
い
。」「
送

り
迎
え
の
車
の
中
か
ら
見
る
四
季
の
景
色

も
楽
し
み
で
す
。」「
看
護
師
さ
ん
か
ら
血

圧
を
測
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
体
調
や
飲

み
薬
の
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
安
心
し
て

い
ま
す
。」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
生

き
が
い
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
健

康
維
持
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
や
送

迎
車
輛
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま

す
。
現
在
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
様
子
な
ど
を
広
く
伝
え
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
や
福
祉
員
会

議
の
場
な
ど
で
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
12
月
末
現
在
の
五
城
目
町
の

人
口
は
７
，
５
６
２
人
、
３
，
６
５
３
世

帯
で
す
。
社
協
の
福
祉
マ
ッ
プ
の
調
査
で

は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

は
５
６
４
人
、
う
ち
75
歳
以
上
は
３
８
５

人
と
、
人
口
減
少
に
反
比
例
し
て
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
参
加
者
が
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
様
々
な
工
夫
を
し
な

が
ら
課
題
を
克
服
し
、
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
社
協
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
や
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の

声
掛
け
な
ど
で
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
や
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
新
し
い
企
画
を
取
り

入
れ
、
参
加
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
集

え
る
よ
う
な
「
い
こ
い
の
居
場
所
」
に
な

る
よ
う
に
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

﹃
温
泉
施
設
で
楽
し
く
交
流
！

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
﹄

みんなで頭の体操看護師による血圧測定

曲に合わせて踊りを披露
する参加者も

エレクトーン演奏会

2026年3月号　令和8年3月5日
　発　行／秋田県社会福祉協議会　秋田県秋田市旭北栄町1番5号  TEL／（018）864-2711　FAX／（018）864-2702

五
城
目
町
社
会
福
祉
協
議
会

秋
田
県
内
各
地
の
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
、最
新
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
！

ま
い
の
協
社

　

五
城
目
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社

協
」
と
い
う
。）
で
は
、
地
域
福
祉
活
動
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
地
域
で
暮
ら
す

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
（
ま
ち
）

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
社
協
の
強
み

や
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
取
組
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
介
護
保

険
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

一
人
暮
ら
し
の
後
期
高
齢
者
を
対
象
に
、

外
出
機
会
の
提
供
と
健
康
保
持
を
目
的
に

15
年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
回
、
町
内
に
あ
る
３
軒
の
温
泉

施
設
を
会
場
に
、
社
協
の
看
護
師
に
よ
る

血
圧
測
定
の
後
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
つ
か

り
、み
ん
な
で
一
緒
に
食
事
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
社
協
職

員
だ
け
で
全
て
の
参
加
者
を
見
守
る
の
は
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